
　2012 年の国内麻疹排除（elimination）に向け

た取り組みとして、2008 年度から 5 年間の時限

措置として、中学 1 年生（第 3 期）と高校 3 年

生相当年齢の者 ( 第 4 期 ) に、2 回目の麻疹・風

疹ワクチンの接種が定期接種に導入された。

2009 年 8 月に、初年度の結果が、厚生労働省健
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康局結核感染症課と国立感染症研究所感染症情

報センターにより取りまとめられた。また、

2006 年度から開始された 1 歳 ( 第 1 期 ) と小学

校入学前 1 年間の幼児 ( 第 2 期 ) の 2 回接種につ

いても、同時に接種率調査が行われたので、そ

の結果を表 1 に紹介する。

麻疹含有ワクチンの接種率は、全国平均で第 1

期が 94．3％、第 2 期が 91．8％、第 3 期が 85．1％、

第 4 期が 77．3％で、目標の 95％以上にはいず

れの期も到達していなかったが、第 1，2 期につ

いては、90％を越えた。第 3，4 期については、

一層の接種勧奨が必要である。なお、表中で色

をつけた山梨県、福井県、佐賀県の 3 県は、4

期とも接種率が 90％を越えた県である。一方、

接種率が低かった都道府県においては、各自治

体に設置されている都道府県麻疹対策会議など

が中心となって、接種率向上にむけた自治体を

あげた取り組みが期待される。

表 1: 都道府県別麻疹含有ワクチン接種率　2008 年度最終評価　接種対象群別結果一覧

＊色を付けたのは第 1 〜 4 期のすべてが 90% 以上であった県


